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摘
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白
川
静
先
生
の
文
字
学
研
究
の
建
設
的
か
つ
現
実
的
な
意
義
は
、
ま
ず
文
字
学

と
考
古
学
、
文
献
学
、
民
俗
学
等
、
人
類
社
会
文
化
の
各
科
に
共
通
す
る
学
問
を

う
ち
建
て
、
あ
る
い
は
文
化
文
字
学
（
一
部
分
の
内
容
は
中
国
文
字
学
界
に
お
い

て
数
年
以
来
通
称
さ
れ
て
い
る
「
文
化
文
字
学
」
に
相
当
す
る
）
と
い
う
解
釈
体

系
を
確
立
し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
学
問
体
系
は
、
文
字
学
の
発
展
に
非
常
に
重

要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。
即
ち
、
白
川
文
字
学
は
古
文
字
学
、
字
源
分
析
学

を
豊
か
に
し
、
今
後
新
た
に
出
土
さ
れ
る
文
字
資
料
へ
の
整
理
と
認
知
に
、
実
際

の
使
用
過
程
に
ふ
さ
わ
し
い
文
字
発
展
史
の
体
系
を
う
ち
建
て
た
の
で
あ
る
。
白

川
文
字
学
が
提
供
し
た
多
く
の
学
科
に
共
通
す
る
方
法
論
は
、
大
い
に
表
意
文
字

の
解
釈
に
力
を
与
え
て
い
る
。

中
国
（
大
陸
）
の
文
字
学
界
に
お
い
て
は
、
白
川
静
先
生
の
文
字
学
に
対
す
る

い
く
つ
か
の
解
釈
、
更
に
『
詩
経
』
を
含
め
た
解
釈
は
、「
巫
術
儀
式
化
」
と
い

う
視
点
か
ら
問
題
を
扱
い
、
あ
る
い
は
あ
る
種
の
「
泛
巫
術
儀
式
化
」
や
過
度
の

「
神
聖
化
」
と
い
う
傾
向
が
存
在
す
る
よ
う
に
通
常
見
ら
れ
て
い
る
。
文
字
構
造

の
意
義
を
検
討
し
、
そ
の
起
源
段
階
の
使
用
機
能
を
追
究
す
る
際
に
は
、
少
な
く

と
も
当
時
に
お
い
て
は
そ
の
か
な
り
の
一
部
分
は
あ
る
巫
術
の
禁
忌
か
ら
考
え
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
現
代
の
観
念
と
全
く
一
致
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と

筆
者
は
考
え
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
中
国
文
字
学
界
で
は
こ
れ
に
対
し
て

ほ
と
ん
ど
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
こ
う
し
た
漢
字
群
自
体
が
存

在
し
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
く
、
た
だ
次
の
二
点
の
理
由
に
よ
っ
て
い
る
。
一
つ

は
、客
観
的
に
見
て
文
字
の
使
用
歴
史
が
長
く
、時
代
が
後
に
移
る
に
従
っ
て
、「
原

始
移
情
式
」と
い
う
抽
象
形
式
が
だ
ん
だ
ん
と
衰
え
、日
常
の
実
用
機
能
が
際
立
っ

て
き
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
中
国
の
現
代
文
字
学
の
専
門
家
は
、
基

本
的
に
人
類
学
の
知
識
と
教
養
を
持
っ
て
い
な
い
（
往
々
に
し
て
古
代
の
学
者
の

い
う
「
今
を
以
て
古
を
律
す
」、
あ
る
い
は
「
説 

通
に
過あ
や
まる
」
と
い
う
限
界
が
存

在
す
る
）
と
い
う
点
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド　
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白
川
学
研
究
に
つ
い
て
の
管
見

二

神
聖
文
字
、
巫
術
儀
式

前
言

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
よ
り
立
命
館
大
学
を
訪
れ
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
本

当
に
幸
い
で
あ
る
。
も
し
「
登
堂
入
室
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
ば
、
昔
の

典
故
『
景
徳
伝
灯
録
』「
景
岑
禅
師
」
に
あ
る
「
僧
問
『
学
人
不
拠
地
時
如
何
』、

師
云
『
汝
向
什

処
安
身
立
命
』」
の
通
り
、ま
さ
に
学
人
が
自
身
の
「
安
身
立
命
」

の
場
を
見
つ
け
た
と
い
う
の
に
近
い
。
世
界
の
漢
学
研
究
に
お
い
て
第
一
流
と
称

さ
れ
て
い
る
こ
の
京
都
の
地
で
講
演
の
機
会
を
得
る
こ
と
は
、
非
常
に
お
こ
が
ま

し
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
び
文
字
学
、
古
典
学
を
合
流
し
た
「
百
川
」
と
も
称

す
べ
き
白
川
静
先
生
の
母
校
を
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
て
、ま
る
で
『
荘
子
』「
秋
水
」

篇
に
い
う
「
河
伯
」
の
よ
う
に
「
望
洋
と
し
て
若
に
向
い
て
嘆
ず
」（
黄
河
の
水

神
河
伯
が
、
秋
の
増
水
し
た
河
の
流
れ
に
沿
っ
て
黄
河
の
流
れ
込
む
北
海
に
到
達

し
、
そ
こ
で
大
海
の
大
き
さ
に
驚
嘆
し
て
北
海
の
海
神
若
に
向
か
っ
て
歎
息
し
た

と
い
う
寓
話
）
と
い
う
気
持
ち
で
あ
り
、
大
変
に
恐
縮
に
感
じ
て
い
る
。

（
1
）
白
川
学
研
究
の
基
本
現
状

白
川
静
先
生
が
１
９
４
８
年
に
発
表
さ
れ
た
最
初
の
論
文
「
卜
辞
の
本
質
」
に

用
い
ら
れ
た
文
字
学
人
類
学
と
い
う
方
法
は
、
後
に
続
け
て
発
表
さ
れ
る
諸
論
文

に
共
通
す
る
古
文
字
学
の
観
念
、
方
法
や
基
礎
を
直
接
的
に
築
い
た
。
即
ち
古
文

字
の
考
釈
は
主
に
「
巫
術
儀
式
」
に
偏
る
と
い
う
傾
向
で
あ
る
。
白
川
先
生
は

１
９
６
２
年
に
博
士
の
学
位
を
取
得
さ
れ
た
著
作
『
興
の
研
究
』（
古
典
詩
に
お

い
て
『
詩
』
の
「
六
義
」
を
論
ず
る
と
き
に
、
分
類
中
に
「
賦
比
興
」
が
あ
り
、

ま
た
そ
の
功
能
を
論
ず
る
と
き
に
は
「
興
観
群
怨
」
と
い
う
概
念
が
あ
る
。
後
者

は
最
初
の
文
字
が
「
興
」
で
あ
る
。
要
す
る
に
「
興
」
は
、
功
能
に
お
い
て
も
詩

作
の
方
法
に
お
い
て
も
『
詩
』
三
百
篇
を
構
成
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
）
と
、

直
接
に
人
類
学
の
方
法
を
開
い
た
『
詩
経
』
の
研
究
と
は
、同
じ
く
「
巫
術
儀
式
」

に
偏
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
１
９
６
９
年
か
ら
１
９
７
４
年
に
か
け
て

次
々
と
『
説
文
新
義
』
15
巻
を
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
期
間
に
一
般
読
者
を
対
象
と

し
た
『
漢
字
』、『
詩
経
』、『
金
文
の
世
界
』、『
孔
子
伝
』
等
の
普
及
性
の
書
物
を

刊
行
さ
れ
た
。
１
９
８
４
年
に
『
字
統
』、
１
９
９
１
年
に
『
字
訓
』、
１
９
９
６

年
に
『
字
通
』
を
出
版
さ
れ
た
。

白
川
先
生
の
文
字
学
の
学
術
意
義
及
び
今
日
に
行
わ
れ
て
い
る
文
字
学
研
究
の

参
考
価
値
に
つ
い
て
、
筆
者
に
は
ま
だ
完
全
な
理
解
が
で
き
て
い
な
い
が
、
先
生

の
文
字
学
は
、主
に
そ
の
著
作
の
『
説
文
新
義
』
15
巻
、『
金
文
通
釈
』
9
巻
、『
字

統
』、『
字
訓
』、『
字
通
』
等
の
文
字
学
の
専
著
に
表
れ
て
い
る
。『
説
文
新
義
』

は
既
に
出
土
し
た
甲
骨
文
、
金
文
及
び
そ
の
他
の
資
料
に
よ
っ
て
、『
説
文
解
字
』

に
対
し
て
全
く
新
た
な
考
釈
と
解
説
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
と
専
門
家
は
既
に
指

摘
し
て
い
る
。
甲
骨
文
の
発
見
以
来
、
孫
詒
譲
、
王
国
維
、
郭
沫
若
、
于
省
吾
等

の
古
文
字
学
者
は
み
な
新
た
に
出
土
し
た
資
料
を
用
い
、『
説
文
』
と
相
互
に
検

証
す
る
研
究
を
試
み
た
が
（
王
国
維
の
い
わ
ゆ
る
「
二
重
証
拠
」
法
で
あ
る
）、

白
川
先
生
は
初
め
て
こ
の
難
し
い
任
務
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

全
体
か
ら
い
え
ば
、
中
国
大
陸
（
台
湾
、
香
港
地
域
に
関
わ
る
最
新
の
状
況
に

つ
い
て
は
未
詳
）
の
文
字
学
界
で
は
、
そ
の
著
作
の
厚
さ
が
身
長
に
及
ぶ
白
川
先

生
に
対
し
て
、
注
目
す
る
こ
と
が
非
常
に
少
な
い
。
筆
者
の
不
完
全
な
理
解
で
あ

る
が
、
１
９
９
７
年
北
京
師
範
大
学
国
学
研
究
所
は
「
武
王
克
商
の
研
究
」
の
中
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三

で
「
西
周
断
代
と
年
暦
譜
」
を
発
表
し
た
。
白
氷
博
士
は
『
五
邑
大
学
学
報
』（
哲

社
版
）
２
０
０
４
年
第
3
期
に
お
い
て
「
白
川
静
『
金
文
の
世
界
』
の
翻
訳
と
校

補
」
を
発
表
し
、
ま
た
曹
兆
蘭
は
２
０
０
０
年
3
月
に
武
漢
大
学
出
版
社
で
「
白

川
静
『
金
文
学
史
』
の
漢
語
文
字
学
成
就
」
を
発
表
し
た
。
白
氷
は
２
０
０
４
年

『
江
西
社
会
科
学
』
第
11
期
で
「『
金
文
通
釈
』
選
訳
」
を
発
表
し
た
。
ま
た

２
０
０
７
年
山
東
大
学
漢
語
言
文
字
学
専
攻
の
あ
る
学
生
が
、
２
０
０
７
年
の
修

士
学
位
論
文
と
し
て
「
白
川
静
『
字
統
』「
載
書
」
文
字
学
の
訳
介
及
び
研
究
」

を
完
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
大
陸
の
状
況
に
対
し
て
、
台
湾
地
域
に
お
け
る
白
川

先
生
の
巨
著
に
関
す
る
翻
訳
や
研
究
は
大
陸
よ
り
も
進
ん
で
い
る
。

今
日
に
お
い
て
も
、
も
し
仮
に
白
川
先
生
の
学
術
観
念
と
方
法
を
用
い
、
白
川

先
生
の
著
作
を
博
士
学
位
論
文
の
対
象
と
し
て
研
究
を
展
開
す
る
と
し
た
ら
、
そ

の
論
文
が
合
格
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
研
究
者
の
憂
慮
が
存
在
す
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
が
現
在
に
お
け
る
中
国
大
陸
の
文
字
学
界
の
現
状
で
あ
る
。
白
川
静
博

士
へ
の
注
目
は
、
遠
く
人
類
神
話
学
領
域
（
下
記
の
「
引
用
文
献
」
の
受
容
部
分

に
見
え
る
）
に
及
ば
な
い
。
今
に
至
る
ま
で
、
日
本
の
学
者
張
莉
教
授
の
よ
う
に

深
く
論
じ
た
専
著
は
現
れ
て
い
な
い
。
白
川
静
先
生
が
後
世
に
残
さ
れ
た
豊
か
な

学
術
の
宝
物
、
学
術
成
果
と
意
義
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
発
掘
さ
れ
て
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
待
っ
て
い
る
。
更
に
認
識
を
深
め
、
発
生
や
発
展
の
実
状
に
ふ
さ
わ
し

い
完
全
な
漢
字
学
体
系
を
う
ち
建
て
る
た
め
に
、
そ
の
あ
る
べ
き
価
値
を
発
揮
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
現
状
の
原
因
と
し
て
は
、
ま
ず
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
中
国
語
へ
の

翻
訳
の
作
業
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
直
接
に
学
習

者
の
読
解
に
困
難
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
周
知
の
通
り
、
中
国
で
は
日
本
語
を
習

う
人
は
多
い
が
、
古
典
専
門
領
域
の
日
本
語
へ
の
認
識
は
非
常
に
少
な
い
。（
日

本
本
国
の
若
い
学
者
に
し
て
も
、
似
た
よ
う
な
問
題
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は

博
士
後
期
の
授
業
で
、「
稲
妻
走
」「
若
者
」「
女
坂
」
の
よ
う
な
言
葉
に
触
れ
た
が
、

日
本
か
ら
来
た
学
生
で
あ
っ
て
も
往
々
に
し
て
見
当
が
つ
か
な
い
よ
う
な
様
子
が

見
ら
れ
た
。）
さ
ら
に
も
う
一
点
関
連
す
る
要
素
が
あ
る
。
専
門
的
な
翻
訳
の
成

果
は
多
く
は
な
い
が
、
し
か
し
そ
れ
は
、
白
川
先
生
の
所
説
が
専
門
家
の
著
作
中

に
直
接
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
は
影
響
を
与
え
て
い
な
い
（
例
え
ば
、
中
国
神
話
学

会
の
会
長
で
あ
る
葉
舒
憲
教
授
の
『
詩
経
の
文
化
闡
釈
』、
前
世
紀
に
出
版
し
た

拙
著
『
尚
書
文
字
校
詁
』
等
）。
だ
が
こ
う
し
た
引
用
方
式
の
「
受
容
」
と
「
伝
播
」

は
、
往
々
に
し
て
統
計
し
難
い
の
で
あ
る
。

（
2
）
白
川
学
研
究
の
意
義

誠
に
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
筆
者
は
白
川
静
先
生
が
う
ち
建
て
ら
れ
た

厖
大
な
学
術
体
系
へ
の
勉
強
が
非
常
に
不
足
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
に
対
す
る
な

ん
ら
か
の
意
見
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
こ
こ
で
は
、
白
川
先
生
の
学
術

著
述
に
つ
い
て
、
個
人
的
な
考
え
を
二
点
、
白
川
先
生
の
母
校
の
先
生
方
の
前
に

提
出
し
た
い
。
そ
の
目
的
は
非
常
に
明
確
で
あ
り
、
即
ち
先
生
方
の
ご
教
示
を
頂

き
た
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
白
川
先
生
の
文
字
学
研
究
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
そ
も
そ
も
こ
の

「
意
義
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
非
常
に
答
え
に
く
く
、
お
そ
ら
く

philosophy
に
属
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
認
知
の
段
階
に
つ
い
て
い
え
ば
、
意
義

は
「
何
だ
ろ
う
」
と
い
う
質
問
に
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
功
能
の
段
階
に
つ

い
て
い
え
ば
、「
意
義
」
は
「
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
」
と
人
々
は
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こ
の
よ
う
に
述
べ
る
し
か
で
き
な
い
の
で
あ
る
。白
川
先
生
の
文
字
学
の
意
義
は
、

ま
ず
文
字
学
と
人
類
学
と
を
つ
な
げ
た
こ
と
、
ま
た
は
「
人
類
社
会
の
各
分
野
に

文
字
学
を
共
通
さ
せ
」
た
こ
と
、
あ
る
い
は
「
文
化
文
字
学
」
と
い
う
解
釈
体
系

を
う
ち
建
て
た
こ
と
に
あ
る
。
中
国
の
文
字
学
界
に
お
け
る
普
遍
的
な
見
方
は
、

白
川
先
生
の
若
干
の
文
字
学
解
釈
、
更
に
は
『
詩
経
』
を
含
め
た
解
釈（

1
）は
、「
巫

術
儀
式
化
」
と
い
う
視
点
か
ら
問
題
を
扱
い
、
あ
る
い
は
「
泛
巫
術
儀
式
化
」
と

い
う
傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
近
、白
川
先
生
の
「
神
聖
文
字
系
列
」

の
若
干
の
問
題
を
指
摘
し
た
学
者
も
い
る（

2
）。
し
か
し
筆
者
は
、
文
字
構
造
の
意

義
を
検
討
し
、
そ
の
起
源
の
使
用
機
能
を
追
究
す
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
当
時

に
お
い
て
は
そ
の
か
な
り
の
部
分
は
あ
る
巫
術
の
禁
忌
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
り
、
こ
れ
は
当
時
の
人
類
社
会
の
生
活
環
境
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
し
か
し
、
今
に
至
る
ま
で
、
文
字
学
界
で
は
ほ
と
ん
ど
こ
れ
に
対
し

て
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
こ
う
し
た
漢
字
群
自
体
が
存
在
し
て

い
な
い
か
ら
で
は
な
く
、
た
だ
次
の
二
点
の
理
由
に
よ
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
客

観
的
に
見
て
文
字
の
使
用
歴
史
が
長
く
、
時
代
が
後
に
移
る
に
従
っ
て
、「
原
始

移
情
式
」
と
い
う
抽
象
形
式
が
だ
ん
だ
ん
と
衰
え
、
日
常
の
実
用
機
能
が
際
立
っ

て
き
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
中
国
の
現
代
文
字
学
の
専
門
家
は
、
基

本
的
に
人
類
学
の
知
識
と
教
養
を
持
っ
て
い
な
い（

3
）と
い
う
点
で
あ
る
。
筆
者
の

推
測
が
成
立
す
る
と
す
れ
ば
、
現
代
の
文
字
学
界
の
「
今
を
以
て
古
を
律
す
」、

あ
る
い
は
「
説 

通
に
過
る
」
と
い
う
限
界
が
な
お
普
遍
的
に
存
在
す
る
と
理
解

し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

少
な
く
と
も
一
部
分
の
名
や
事
物
を
記
録
す
る
字
形
構
造
は
、
一
種
の
儀
式
の

概
括
描
写
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
後
に
取
り
上
げ
る
海
の
神

様
の
名
称
「
若
」
の
字
形
で
あ
る
。
一
部
の
活
動
行
為
を
記
録
す
る
構
造
は
、
影

響
を
与
え
る
行
為
の
字
形
に
よ
り
表
す
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
告
」
は
「

」

の
初
形
で
あ
る
。
前
者
な
ら
ま
だ
理
解
し
や
す
い
が
、
後
者
は
古
か
ら
去
る
こ
と

遠
く
、「
為
」
の
字
形
に
関
す
る
解
釈
の
よ
う
で
あ
る
。（
後
漢
の
学
者
許
慎
の
『
説

文
解
字
』
に
見
え
る
「
母
猴
」
の
描
写
は
も
と
よ
り
取
る
に
足
り
な
い
が
、
早
く

に
甲
骨
文
等
の
出
土
資
料
を
用
い
た
羅
振
玉
が
い
わ
ゆ
る
「
役
象
以
助
労
」
と
い

う
新
た
な
考
証
で
も
、
ま
だ
牽
強
付
会
の
段
階
に
留
ま
っ
て
い
る
。
人
の
手
を
画

い
て
、
象
の
鼻
に
位
置
す
れ
ば
、
な
ぜ
象
を
役
使
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
や
り
方
は
、
更
に
あ
る
種
の
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
に
よ
る
「
作
為
」

で
あ
る
。）
後
者
の
よ
う
な
一
種
は
、
一
般
人
に
は
受
け
入
れ
に
く
い
。
白
川
先

生
の
大
量
の
著
述
は
、
創
新
に
富
み
、
人
々
に
多
く
の
啓
発
を
も
た
ら
し
た
。

筆
者
は
古
籍
と
出
土
し
た
古
文
字
材
料
と
を
合
わ
せ
て
研
究
す
る
過
程
で
、
問

題
を
解
決
で
き
る
実
際
の
例
を
用
い
て
上
述
の
観
点
を
説
明
し
た
い
。
１
９
９
９

年
に
出
版
し
た
拙
著
『
尚
書
文
字
校
詁
』
の
中
で
は
、
少
な
か
ら
ぬ
箇
所
に
お
い

て
白
川
先
生
の
巨
著
『
金
文
通
釈
』
の
啓
発
を
受
け
、
そ
の
観
点
を
受
容
し
て
い

る
。
例
え
ば
、「
甘
誓
」
篇
「
王
若
曰
」
に
関
す
る
解
釈
は
、直
接
に
『
金
文
通
釈
』

を
引
用
し
て
い
る
。

両
周
金
文
也
有
不
少
「
若
曰
」
的
辞
例
、
如
毛
公
鼎
銘
文
「
王
若
曰
、
父

丕
显
文
武
」、
盂
鼎
「
王
若
曰
、
丕
显
文
王
」、
克
鼎
「
王
若
曰
克
…
…
」
為

通
例
、
指
史
官
或
大
臣
代
宣
王
命
。

そ
の
後
に
、
金
文
と
関
連
す
る
用
例
の
資
料
統
計
と
結
び
付
け
、
再
び
白
川
先



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
號

五

生
の
観
点
を
証
明
し
た
。『
金
文
雜
考
』
第
七
条
「
王
若
曰
」
に
お
い
て
、
以
下

の
よ
う
に
筆
者
は
述
べ
て
い
る
。

「

盘
」
銘
文
に
も
「
王
若
曰
」
と
い
う
表
現
方
式
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
王

輝
先
生
は
于
省
吾
先
生
の
説
に
從
い
、
そ
の
中
で
最
も
多
く
説
が
分
か
れ
て
い
る

「
若
」
字
に
つ
い
て
、
代
名
詞
、
如
此
、
這
様
と
解
釈
し
て
い
る
。
甲
骨
文
、
金

文
に
お
い
て
は
、
史
官
は
王
や
貴
族
の
話
を
伝
達
す
る
時
、
往
々
に
し
て
「
若
曰
」

と
い
う
。
こ
の
解
釈
は
、
銘
文
の
「
時
態
」、
即
ち
具
体
的
な
書
写
時
間
を
確
定

す
る
の
に
直
接
に
関
連
す
る
。「
師
虎
簋
」銘
文
釈
文
に「
唯
元
年
六
月
既

甲
戌
、

王
在
杜
居
、
格
於
大
室
。
井
伯
入
右
師
虎
、
即
立
中
廷
、
北
嚮
。
王
呼
内
史
呉
曰
、

冊
令
虎
。
王
若
曰
、
虎
…
…
」
と
あ
る
。「
王
若
曰
」
と
い
う
句
は
、
銘
文
の
前

後
と
結
び
付
け
て
、「
若
」
字
を
「
如
此
、
這
様
」
と
い
う
伝
述
関
係
と
理
解
し

て
も
自
然
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
二
回
「
王
曰
」
が
続
く
こ
と
に
な
り
、

自
然
な
語
順
と
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

『
今
文
尚
書
』
の
中
で
は
「
王
若
曰
」
は
11
回
ほ
ど
用
い
ら
れ
、
周
代
金
文
で

は
24
回
ほ
ど
使
わ
れ
て
い
る
。
周
王
以
外
の
人
が
用
い
た
「
若
曰
」
と
合
わ
せ
て

統
計
す
れ
ば
、
約
26
条
あ
り
、
と
も
に
周
代
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
分
か

る
よ
う
に
、
こ
の
言
語
構
造
に
は
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
一
つ
は
使
用
者
の
身
分

は
基
本
的
に
周
王
で
あ
り
、他
の
身
分
の
も
の
が
用
い
る
の
は
特
殊
な
例
で
あ
る
。

例
え
ば
、「
逆
鍾
」
の
「
叔
氏
」、「
師
□
簋
」
の
「
白
（
伯
）
龢
父
」
の
よ
う
な

例
で
あ
る
。
二
つ
目
の
特
徴
は
周
代
漢
語
の
特
殊
な
形
式
を
表
し
て
い
る
と
い
う

点
で
あ
る
。
銘
文
に
も
同
じ
く
「
王
曰
」
と
い
う
形
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が

あ
る
が
、
概
ね
数
万
枚
の
拓
片
に
50
余
回
使
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
関
連

の
考
察
に
よ
る
と
、「
若
」
字
は
上
古
漢
語
の
記
録
と
使
用
の
中
に
お
い
て
、「
然

諾
、
答
復
」
と
「
這

、
那

」
と
い
う
二
つ
の
基
本
的
な
意
味
が
あ
る
は
ず
で

あ
る
。

「
王
若
曰
」
と
い
う
形
に
お
い
て
、
も
し
「
若
」
が
一
番
目
の
意
味
を
承
け
て

い
る
と
す
れ
ば
、こ
の
構
造
の
中
で
「
若
」
字
は
発
語
「
曰
」
の
前
に
用
い
ら
れ
、

そ
の
機
能
は
「
曰
」
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
漢
語
で

は
こ
の
よ
う
な
「
発
言
重
畳
」
の
標
識
は
よ
く
見
ら
れ
、現
在
で
も
「
回
答
説
」「
告

訴
説
」「
答
復
云
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
早
期
の
現
れ
と
し
て
、こ
の
「
王

若
曰
」
の
形
と
あ
る
い
は
つ
な
が
り
が
存
在
す
る
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。

「
若
」
が
二
番
目
の
意
味
を
承
け
て
い
る
と
す
れ
ば
、こ
の
構
造
に
お
い
て
「
若
」

字
は
発
語
「
曰
」
の
前
に
用
い
ら
れ
、
一
種
の
指
代
性
が
あ
る
。
も
し
こ
の
推
測

が
成
立
す
る
な
ら
ば
、
銘
文
に
記
載
さ
れ
た
周
王
や
貴
族
の
訓
誥
の
内
容
は
、「
過

去
体
」
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
銘
文
の
作
者
が
記
録
し
た

内
容
は
、
当
時
の
王
や
貴
族
が
現
場
に
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
非
現
場
に
お
け
る
情

報
伝
達
の
「
追
憶
体
」
で
あ
る
。
銘
文
を
彫
る
者
が
王
の
誥
詞
を
聞
き
な
が
ら
鋳

型
に
書
写
す
る
可
能
性
は
無
く
、
普
通
の
状
況
で
は
、
史
官
に
よ
り
伝
達
さ
れ
た

は
ず
で
あ
る
。「
王
若
曰
」
の
主
な
機
能
は
こ
の
よ
う
な
伝
述
追
憶
を
表
記
す
る

語
体
の
名
残
り
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
た
だ
一
般
の
語
気
を
表
す
の
み
で

あ
っ
て
、「
王
曰
」
ま
た
は
「
×
曰
」
の
形
と
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。

勿
論
、
我
々
は
こ
れ
に
よ
っ
て
「
王
曰
」
あ
る
い
は
「
×
曰
」
と
い
う
形
に
「
伝

述
追
憶
」
の
機
能
が
具
わ
ら
な
い
と
は
言
え
な
い
。「

盘
」
銘
文
に
つ
い
て
い

え
ば
、
銘
文
全
体
が
「

曰
」
の
内
容
を
記
載
す
る
も
の
で
あ
り
、
中
に
「
王
若

曰
」
の
内
容
を
挿
入
し
、そ
れ
で
二
者
の
前
後
の
順
を
明
確
に
さ
せ
て
い
る
。「
揚

簋
」
の
銘
文
の
「
王
乎
（
呼
）
内
史
史
年
冊
令
（
命
）
揚
。
王
若
曰
、
揚
、
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…
…
」
で
は
、
明
ら
か
に
「
王
若
曰
」
の
後
の
内
容
は
内
史
に
よ
り
冊
命
の
形
で

伝
達
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
若
」
に
「
如
此
」
と
い
う
意
が
あ
る
こ
と
は
、
早
く

に
は
王
引
之
の『
経
伝
釈
詞
』に
既
に
見
え
て
い
る
。
そ
の
巻
七「
若
」条
に
、「『
史

記
』「
礼
書
正
義
」
に
曰
く
、「
若
は
、此
く
の
如
き
也
」。『
書
』「
大
誥
」
に
曰
く
、

「
爾 

寧
王
の
若し
か

く
勤
む
る
を
知
る
」。
此
く
の
如
く
勤
む
る
を
言
う
な
り
。『
孟
子
』

「
梁
惠
王
」
篇
に
曰
く
、「
若し
か

く
為
す
所
を
以
て
、若し
か

く
欲
す
る
所
を
求
む
」。
若
は
、

猶
お
「
此
」
の
ご
と
き
な
り
。
荘
公
四
年
の
『
公
羊
伝
』
に
曰
く
、「
明
天
子
有

れ
ば
、
則
ち
襄
公
得
て
若し

か

く
行
う
を
為
さ
ん
や
」。
此
く
行
う
を
謂
う
な
り
」。
し

か
し
問
題
は
、
王
氏
が
挙
げ
た
例
の
中
に
「
若
曰
」
二
字
連
続
の
例
が
見
当
た
ら

な
い
点
で
あ
る（

4
）。

こ
こ
で
、
白
川
先
生
が
か
つ
て
考
釈
さ
れ
た
「
若
」
字
を
例
に
し
て
、
少
し
具

体
的
に
説
明
す
る
。

『
中
国
文
字
発
展
史
』「
商
周
文
字
」
巻
に
お
い
て
コ
ー
パ
ス
を
使
っ
て
「
網
羅

的
」
な
統
計
を
行
っ
た
結
果
に
よ
れ
ば
、「
若
」
字
は
殷
商
の
甲
骨
刻
辞
の
中
で

は
典
型
的
な「
高
頻
度
」で
使
わ
れ
る
文
字
で
あ
る
。『
甲
骨
文
合
集
』デ
ー
タ
ベ
ー

ス
（
新
出
土
資
料
は
未
統
計
）
の
み
か
ら
選
ば
れ
た
用
例
だ
け
で
も
８
８
３
条
に

も
達
し
て
い
る
。
例
え
ば
第
一
期
刻
辞
に
「
帝
不
若
」
の
辞
例
が
あ
る
。

〈
正
〉

帝
□
□
□
不
若
。
二
月
。

〈
反
〉

帝
□
□
□
不
若
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
処
理
さ
れ
る
前
の
拓
片
は
下
記
の
よ
う
で
あ
る
。

拙
著
『
漢
字
単
位
観
念
史
考
述
』
第
6
・
3
「
若
字
族
」（

5
）に
詳
し
い
関
連
分

析
が
あ
る
。

『
説
文
解
字
』「
艸
部
」
の
「
若
」
字
の
後
に
、出
土
文
献
で
用
い
ら
れ
た
「
若
」

字
と
小
篆
と
を
並
べ
て
比
べ
て
み
る
と
、
そ
の
変
遷
史
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

る
。「　
（

甲
骨

 

金
文

 

簡
帛

 
 

 
 

 

 
 

 

石
刻
）
擇
菜
也
。
从
艸
、
右
。
右
、
手
也
。
一
曰
杜
若
、

幌
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七

香
艸
。
而
灼
切
。」（

6
）

上
に
挙
げ
た
「
若
」
字
の
解
釈
例
に
つ
い
て
い
え
ば
、
中
国
大
陸
に
甲
骨
文
の

学
問
が
で
き
て
以
来
、
現
代
の
あ
ら
ゆ
る
解
釈
に
至
る
ま
で
、
ど
ん
ど
ん
解
釈
が

適
切
に
な
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
は
す
べ
て
「
説 

通
に
過
る
」

で
あ
り
、
反
対
に
ど
れ
も
白
川
静
先
生
が
考
釈
さ
れ
た
結
論
の
純
粋
さ
と
明
確
さ

に
及
ば
な
い
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
白
川
先
生
が
文
化
文
字
学

と
人
類
社
会
環
境
文
字
学
の
方
法
を
融
合
し
共
通
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。
勿
論
、

白
川
静
先
生
の
大
量
の
著
述
の
中
に
は
、
確
か
に
幾
つ
か
の
民
俗
儀
式
を
文
字
解

釈
の
過
程
に
当
て
は
め
て
、「
類
を
充
て
て
尽
に
至
る
」
と
い
う
極
論
に
至
る
一

面
が
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
地
下
に
眠
っ
て
い
る
大
量
の
新
し
い
資
料
が
発
見
さ

れ
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
方
面
に
存
在
す
る
問
題
が
解
決
で
き
る
と
我
々
は
信
じ
て

い
る
。

（
3
）
白
川
学
の
今
後
に
つ
い
て
の
管
見

前
世
紀
末
期
、
人
類
学
や
神
話
学
領
域
の
研
究
者
は
、
既
に
白
川
先
生
の
研
究

成
果
に
大
き
な
注
意
を
払
い
、
大
量
に
引
用
し
た
。
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
、

白
川
博
士
の
文
字
学
の
著
作
を
中
国
語
に
翻
訳
し
た
者
も
す
で
に
現
れ
て
い
る（

7
）。

情
報
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
科
学
的
に
先
生
の
豊
富
で
厚
み
の
あ

る
文
字
学
、『
詩
経
』
学
の
研
究
方
法
や
研
究
成
果
（
例
え
ば
『
詩
経
』
の
解
釈
で
、

「
国
風
」
中
の
「
碩
鼠
」
な
ど
幾
つ
か
の
篇
什
に
注
目
し
て
、
白
川
先
生
の
上
古

の
巫
術
儀
式
は
人
類
社
会
生
活
環
境
と
関
わ
る
と
い
う
認
識
を
受
け
入
れ
、
こ
れ

ま
で
の
「
今
を
以
て
古
を
律
す
」
と
い
う
解
釈
を
変
え
る
な
ど
）
を
発
掘
し
利
用

す
る
と
い
う
状
況
は
、
今
後
益
々
増
え
て
い
く
と
筆
者
は
信
じ
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
筆
者
は
２
０
０
６
―
２
０
０
７
年
に
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
大
学
で
ド
イ
ツ
学
術
連

合
会
（
Ｄ
Ｆ
Ｇ
）
の
出
土
文
献
と
古
代
社
会
に
関
す
る
全
世
界
公
募
項
目
の
中
で
、

簡
牘
、
帛
書
な
ど
を
調
査
し
た
時
、
こ
れ
ら
の
材
料
の
普
通
の
整
理
研
究
者
に
は
、

普
遍
的
に
学
問
へ
の
「
隔
膜
」
が
存
在
す
る
と
い
う
現
象
に
気
づ
い
た
。
そ
の
事

実
を
探
っ
て
み
る
と
、
欠
い
て
い
る
の
は
白
川
学
の
視
点
と
方
法
で
あ
る
。
具
体

的
な
課
題
や
議
論
の
内
容
は
、
後
に
文
章
を
集
め
て
出
版
し
た
拙
著
『
簡
帛
と
学

術
』
で
具
体
的
な
考
察
を
行
っ
て
い
る（

8
）。

上
述
の
要
素
に
基
づ
き
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
現
代
の
学
問
の
生
き
方
と
し
て
、

異
分
野
の
研
究
方
法
の
成
熟
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
白
川
学
の

成
果
と
方
法
は
、
必
ず
今
後
ま
す
ま
す
重
視
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
老ふ

る

き
学
問
を
、

新
た
に
相
知
る
こ
と
で
あ
る
。浅
薄
で
時
代
の
潮
流
に
乗
り
、そ
の
時
に
は
流
行
っ

て
い
た
が
、
後
に
消
え
去
る
学
問
も
あ
れ
ば
、
重
厚
で
時
代
の
先
を
行
き
、
時
間

の
経
過
を
経
て
は
じ
め
て
人
々
に
改
め
て
認
識
さ
れ
る
学
問
も
あ
る
。
少
し
学
術

史
に
注
意
す
れ
ば
、
思
い
半
ば
を
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
白
川
学
は
、
ま
さ
に
後
者

に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

先
生
方
に
深
甚
な
る
謝
意
を
捧
げ
た
い
。
ま
た
皆
様
か
ら
の
ご
批
正
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

２
０
１
６
―
10
―
30



白
川
学
研
究
に
つ
い
て
の
管
見

八

注（1
）
私
と
白
川
静
先
生
と
の
ご
縁
は
浅
く
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
筆
者
は
中
国
上
海

の
華
東
師
範
大
学
図
書
館
の
埃
だ
ら
け
の
片
隅
で
、
偶
然
に
も
先
生
の
『
金
文
通
釈
』

日
本
語
の
原
本
を
見
つ
け
た
。
そ
れ
は
即
ち
平
凡
社
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
九
巻
本
で

あ
っ
た
。
ま
た
先
生
の
御
著
書
で
あ
る
『
詩
経
研
究
』
も
、日
本
語
版
の
原
本
を
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
ド
イ
ツ
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
大
学
漢
学
系
図
書
館
で
拝
読
し
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
連
登
崗
「
白
川
静
『
神
聖
文
字
』
系
列
的
若
干
問
題
」、『
中
国
文
字
研
究
』
第
24
輯
、

上
海
書
店
、
２
０
１
６
年
。

（
3
）
臧
克
和
「
古
漢
字
結
構
取
象
類
型
原
始
移
情
考
略
」、『
学
術
研
究
』
１
９
９
９
年

第
5
期
。
ま
た
臧
克
和
『
漢
字
単
位
観
念
史
考
述
』
第
7.6
「
雑
志
六
」、
第
２
３
８
―

２
５
８
頁
に
収
録
。
ま
た
臧
克
和
「
巫
術
思
維
與
一
類
古
漢
字
的
発
生
」、ド
イ
ツ
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
大
学
『ORIEN

TIERU
N
GEN

（
東
方
学
）』
ド
イ
ツ
語
本
、
２
０
０
５
年

第
1
期
。

（
4
）
臧
克
和
「
金
文
雑
考
」、『
古
文
字
研
究
』
第
20
輯
、
中
華
書
局
２
０
０
３
年
。

（
5
）
臧
克
和
「
釈
『
若
』」、『
殷
都
学
刊
』
１
９
９
０
年
第
1
期
に
掲
載
。
ま
た
李
圃
先

生
主
編『
古
文
字
詁
林
』第
一
巻「
草
部
」第
５
３
０
―
５
３
４
頁
。
上
海
教
育
出
版
社
、

１
９
９
９
―
２
０
０
４
年
。
臧
克
和
『
漢
字
単
位
観
念
史
考
述
』
第
１
６
８
―
１
７
７

頁
、
上
海
学
林
出
版
社
、
１
９
８
８
年
を
参
照
。

（
6
）
臧
克
和
、
劉
本
才
編
『
実
用
説
文
解
字
』「
艸
部
」
第
25
頁
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

２
０
１
２
年
。

（
7
）
白
川
静
著
、
朱
家
駿
訳
『
漢
字
』
三
巻
、
厦
門
大
学
出
版
社
、
２
０
０
５
年
。

（
8
）
臧
克
和
『
簡
帛
與
学
術
』
第
１
０
９
―
１
１
３
頁
「
楚
簡
所
見
禳
災
術
」、
鄭
州
大

象
出
版
社
、２
０
１
０
年
。
こ
こ
で
は
戦
国
の
楚
簡
を
解
読
す
る
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

上
海
博
物
館
藏
『
戦
国
楚
竹
書
』
第
四
冊
「
柬
大
王
泊
旱
」
に
つ
い
て
、
整
理
者
は
以

下
の
よ
う
な
見
解
を
発
表
し
た
。：
本
篇
は
も
と
も
と
無
題
で
あ
り
、
今
の
題
目
は
全

文
の
首
句
を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
全
文
の
中
心
主
題
で
も
あ
る
。
本
篇
は
戦
国
時

代
早
期
の
楚
国
の
簡
大
王
に
関
す
る
逸
事
を
二
つ
記
載
し
て
い
る
。
即
ち
、
簡
大
王
が

疥
癬
を
病
ん
だ
こ
と
と
楚
国
の
大
旱
と
で
あ
る
。「
簡
大
王
泊
旱
、命
龜
尹
羅
貞
於
大
夏
。

王
自
臨
卜
。」
と
あ
る
。
編
者
は
第
一
簡
の
簡
文
を
解
釈
し
て
「
泊
、
或
は
「
怕
」
に

通
ず
。
王
は
疥
瘡
病
に
患
り
、
疥
瘡
病
は
唇
が
燥
い
て
口
も
渇
き
、
奇
痒
が
あ
る
、
故

に
ま
た
干
旱
を
怕
る
」
と
い
う
。
こ
の
解
釈
と
上
述
の
全
文
へ
の
理
解
と
つ
な
げ
て
み

れ
ば
、
編
者
は
楚
簡
王
の
疥
病
と
当
時
楚
国
で
起
っ
た
大
旱
を
二
つ
の
事
情
と
し
て
見

て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
文
の
卜
占
祭
祀
と
関
連
づ
け
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は
誤

解
で
あ
る
。
天
か
ら
降
っ
た
旱
魃
と
楚
王
が
か
か
っ
た
疥
病
と
は
、楚
人
か
ら
み
れ
ば
、

実
際
は
同
じ
「
干
旱
」
と
し
て
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
天
の
干
旱
と

楚
簡
王
の
身
に
か
か
っ
た
皮
膚
病
と
の
二
者
は
、
相
互
に
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
基
づ
け
ば
、
本
篇
の
題
目
は
「
楚
簡
王
止
旱
」
と
し
か
解
釈
で
き
な
い
。
即
ち

楚
王
が
旱
を
ど
う
に
か
す
る
た
め
に
採
用
し
た
措
置
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

後
文
の
「
向
日
」、「
遮
日
」
と
呼
応
し
、ま
た
簡
文
全
文
の
卜
占
し
て
祭
祀
を
行
い
「
旱

母
」
を
祓
除
す
る
と
い
う
中
心
内
容
と
一
致
す
る
。
従
っ
て
、「
王
自
臨
卜
」
と
は
、

即
ち
楚
簡
王
は
自
ら
臨
御
し
て
卜
占
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
簡
文
原
文
で
は
次
に
「
王

向
日
而
立
、
王
滄
至
帯
」
と
あ
る
。
編
者
は
古
人
が
明
る
い
方
に
に
向
か
っ
て
立
つ
の

は
、
高
明
広
大
の
様
子
で
あ
る
と
い
う
の
は
、「
今
を
以
て
古
を
律
す
」「
類
を
充
て
て

尽
に
至
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
日
に
向
か
っ
て
立
つ
の
は
、
旱
を
祷
る
儀
式
の
特

徴
で
あ
る
。
日
に
向
か
っ
て
矢
を
射
る
と
い
う
動
作
を
行
う
に
至
っ
た
の
は
、
法
術
の

影
響
が
加
わ
っ
た
変
容
で
あ
り
、
后
羿
の
流
れ
が
、
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

日
の
下
に
曝
す
と
い
う
行
為
に
つ
い
て
は
、
文
献
に
頻
繁
に
出
て
く
る
。
も
し
白
川
先

生
に
お
訊
ね
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
ち
ら
が
正
し
く
て
ど
ち
ら
が
誤
っ

て
い
る
の
か
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

 

　

し
か
し
こ
の
よ
う
な
出
土
文
献
へ
の
解
釈
例
は
、
こ
こ
数
年
の
中
国
大
陸
の
古
文
字

学
界
で
は
な
お
前
述
の
よ
う
な
現
象
が
普
遍
的
に
存
在
し
て
い
る
る
こ
と
を
反
映
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

（
華
東
師
範
大
学
終
身
教
授
）


